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○評定はしているが？とか“二義的である”の注釈がついている 5 5 10
　　　　　　　　　ノ゜㌻場合と⌒場合と≡り騰｛麗：㌶：1：：1：：
｛?｛?｛?
全 ○このテストの男女性の意味の把握のし方に疑問 0 2 2
体 ○何を基準にして、男性的、女性的というのかわからない 3 1 4
的 ○理想像と現実像とが混乱する 0 2 2
批 ○自分の主観的な男性像、女性像を考えてしまう 1 0 1
?
｛惣≧慧㌔に困る｝ 2 4 6
○テストの目的がわからない 1 2 3
○尺度の構成に問題がある 0 1 1
空白・？・注釈等の批判の多い項目（特性）
延べ人数5つ（1人…2つまで重複して）以上の項目
延べ人数 延べ人数
だらしがない　　　　　　　　　　　　11 残忍である　　　　　　　　　　　6
劣等感がつよい　　　　　　　　　　8 情緒が安定している　　　　　　　6
厭世的である　　　　　　　　　　8 感情が冷たい　　　　　　　　　　6
陰気でエスプリに欠ける　　　　　　8 衝動的で不安が多い　　　　　　　　5
感情が暖かく共感的である　　　　　7 要領がいい　　　　　　　　　　　　5
直観的にものごとを考える　　　　　5
多田：パーソナリティーに於ける男女性の次元の検討 217
性性と，第III因子に示される，女性性の欠如と
しての男性性にわけられるが，第III因子と，第
1因子の負の負荷量のものとを一緒にして考え
られるので，男性性の構造は一次元的であると
いえる。
　これに対し，女性性の方は，弱さとしての，
女性性の第II因子と，男性性の欠如としての，
第IV因子とを組にした一つの方向（次元）と，第
III因子に示される，母性としての女性性の方向
（次元）が考えられ，これら2つの方向は，凡
そ，直交しているので，女性性の構造は二次元
的であるといえる。
（7）男女性の評定に関する批判
　表6に示してある様に，男女性の評定に関し
た，評定者からの批判はかなり多い，主な批判
は，①特性の選び方，②インストラクション，③
尺度の設定及び，方法自体への疑問である。特
性の選び方については，確かに，不備な点が多
く，気質特性を無理に，男女性の観点で評定し
たり，二義的な意味にとれる特性や，二つの特
性を一つにまとめた様な項目があること等，批
判すべき点は多々ある。又，特性をもっと広く，
行動様式全てにわたる様に選んだ方が興味深
かったかもしれないし，逆に，余計な特性を無
理に含めていて，強制的に評定した結果，男女
性の次元を歪曲したりしているかもしれない。
注釈や，批判の多い特性の中には，男性的でも
女性的でもない特性が多く含まれているので，
結局，男性的でも女性的でもない特性群は，評
定者にとって非常に評定し難く，特性として評
定に用いるのに問題の多い特性であり，男性的
でも女性的でもないということは，男女性に関
係ないということであるかもしれない。とにか
く，これらの特性を男女性と関係させることに
無理があるといえよう。インストラクションと
尺度の設定に関しては，この研究が，一つの新
しい試みを指向しているので，筆者の意図が充
分伝わり難かったと思えるが，しかし，又，筆
者の意図をあまり詳しく説明すると，評定が意
図的に歪曲される可能性が出てくるので，どう
しようもなかったといえる。たぶ，後から考え
ると，やはり，男女性に関係ないという評定欄
を，別に設定していた方が良かった様に思える。
又，評定尺度の中央として，やや男性的，やや
女性的という言葉を用いたことも，反省すべき
点である。
　評定者に関しても，評定者を心理学会会員と
いう，一部専門家に限定したことは，片寄った面
があるかもしれない。様々の研究者の間で，性
的性格についての意見がくい違っていると思わ
れるし，その辺のくい違いが評定の上にかなり
表われているのではないかと思われる。今後，尺
度の設定のし方や，評定者を変えて，同様に評定
して比較すれぽ，さらに，何らかの新らしい結
果が得られる可能性はあると思える。
（8＞全体の考察・結論
　評定全般に関して，男性性格，女性性格を，
一次元的でなく，二次元的に把握することはか
なり無理がある。というのは，男性的であり女
性的である特性や，男性的でも女性的でもない
特性の数は，非常に少ないし，又，これらに属
する特性は，どちらかといえぽ，男女性に関係
がない特性であり，評定し難い特性であったこ
とである。しかし，一方，その二次元的把握を
全く否定出来ない事実が多々あることは考慮す
べきである。例えば，男性的であり女性的であ
る特性や，男性的でも女性的でもない特性が，い
くらかあったこと，又，男性的であり女性的でな
い特性や，女性的であり男性的でない特性につ
いても，全て，男性尺度の平均値と，女性尺度
の平均値の和が一定でなかったこと，男性尺度
と女性尺度の相関が，有意に負の特性は，それ
ほど多くなかったこと等である。
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